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○
函
館
駅
前
広
場
駐
車
場�

�

平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
、
駅
前

広
場
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
に

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
㈱
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。�

����������

○
青
函
連
絡
船
記
念
館
摩
周
丸

　
平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
、
駅
前

広
場
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
に

㈱
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
函
館
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。�

�����

地
方
分
権
の
推
進
に
よ
る
、

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

地
域
が
自
己
決
定
・
自
己
責
任

の
も
と
、
地
域
の
自
主
・
自
立

を
め
ざ
し
た
行
財
政
運
営
の
確�

立
が
必
要
で
す
。�

�

中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、よ
り
多
く
の
権
限
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
質
の
高
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
地
域

特
性
を
生
か
し
た
独
自
施
策
の

推
進
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
今
回
、
平
成
１７
年
１０
月
１

日
の
指
定
を
目
指
し
、
中
核
市

の
申
し
出
を
行
う
も
の
で
す
。�
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指
定
管
理
者
の�

指
　
　
　
　
定�

中  

核  

市  

の�

指
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平成１７年度予算…………………………１５件�
○一般会計
　（反対　日本共産党）
◎港湾事業特別会計
○国民健康保険事業特別会計
（反対　日本共産党）
○自転車競走事業特別会計
　（反対　日本共産党）
◎奨学資金特別会計
◎水産物地方卸売市場事業特別会計
◎老人保健医療事業特別会計
◎介護保険事業特別会計
◎風力発電事業特別会計
◎中央卸売市場事業会計
◎病院事業会計
◎水道事業会計
◎温泉事業会計
◎公共下水道事業会計
◎交通事業会計

平成１６年度補正予算……………………８件�
◎一般会計
◎国民健康保険事業特別会計
◎自転車競走事業特別会計
◎奨学資金特別会計
◎水産物地方卸売市場事業特別会計
◎老人保健医療事業特別会計
◎介護保険事業特別会計
◎風力発電事業特別会計
�
条例の制定………………………………４件�
◎人事行政の運営等の状況の公表に関する
　条例
◎地域振興基金条例
◎桔梗福祉交流センター条例
◎男女共同参画推進条例

条例の改正………………………………２７件�
◎保健所結核診査協議会条例
○職員定数条例
　（反対　日本共産党）
◎特別職の職員の給与等に関する条例
◎教育委員会教育長の給与および勤務条件
　等に関する条例
◎土地開発基金条例等
◎国際交流基金の設置および管理に関する
　条例

◎西部地区歴史的町並み基金の設置および管
　理に関する条例等 
◎市税条例
◎恵山福祉センター条例および重度心身障害
　者医療費助成条例
◎火葬場条例
◎国民健康保険条例
◎介護保険条例
○保健所使用料及び手数料条例 
　（反対　日本共産党）
◎病院事業の設置等に関する条例
◎農業漁業用機械等購入資金貸付条例
◎都市景観条例
◎函館圏都市計画事業函館駅前土地区画整理
　事業施行条例および函館圏都市計画事業湯
　川橋土地区画整理事業施行条例
◎緑化条例
◎地区計画の区域内における建築物の制限に
　関する条例
◎港湾施設管理条例
◎学校設置条例
○図書館条例
　（反対　日本共産党）
◎文化財保護条例
◎学校給食共同調理場条例
◎地域体育施設条例
◎消防本部及び消防署の設置等に関する条例
◎消防手数料条例
�
その他………………………………………７件�
◎土地の売払い
◎中核市の指定に係る申出 
◎過疎地域自立促進市町村計画 
◎函館駅前広場駐車場指定管理者の指定
◎青函連絡船記念館摩周丸指定管理者の指定
◎渡島広域市町村圏振興協議会を組織する普
　通地方公共団体の数の減少および渡島広域
　市町村圏振興協議会規約の変更
◎渡島広域市町村圏振興協議会を組織する普
　通地方公共団体の数の増加および渡島広域
　市町村圏振興協議会規約の変更

人事案件……………………………………５件�
◎固定資産評価審査委員会の委員の選任の同意
　（１件）
◎人権擁護委員候補者の推薦（４件）

結果は議案にそれぞれ表示　　　　◎＝満場一致で可決　○＝賛成多数で可決

議 案 採 決 結 果 � 第１回定例会�

■
中
核
市
制
度
と
は
■
�

�
政
令
指
定
都
市
以
外
の
都
市
で
、
�

規
模
・
能
力
が
比
較
的
大
き
な
都
�

市
に
つ
い
て
、
事
務
権
限
を
強
化
�

し
、
で
き
る
限
り
市
民
の
身
近
で
�

行
政
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
�

こ
と
で
地
域
行
政
の
充
実
を
図
る
�

た
め
に
、
平
成
６
年
の
地
方
自
治
�

法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
�

で
す
。
�

　■
指
定
管
理
者
制
度
と
は
■�

�

従
前
、
公
の
施
設
の
管
理
は
地�

方
自
治
体
の
出
資
法
人
に
限
定
し�

委
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方�

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
が
指�

定
す
る
「
指
定
管
理
者
」
に
管
理�

を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ�

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。�

函館駅前広場駐車場函館駅前広場駐車場�函館駅前広場駐車場�

補
正
予
算�

条
例
制
定�

条
例
改
正�

���������

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

函
館
市
漁
業
協
同
組
合
と
根
崎

漁
業
協
同
組
合
の
合
併
に
伴
う
、

漁
協
組
織
緊
急
再
編
対
策
事
業

費
補
助
金
の
補
正
や
、
母
子
生

活
支
援
施
設
委
託
料
の
増
額
補

正
な
ど
、
急
を
要
す
る
経
費
の

補
正
や
、
決
算
見
込
み
を
勘
案

し
、
事
業
費
や
貸
付
金
な
ど
、

予
算
に
比
し
て
増
減
の
大
き
い

も
の
を
整
理
し
た
も
の
で
、
８

億
４
０
３
万
８
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１
３
１
４
億
９
７
７
８
万

８
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。�

�

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
歳

入
で
は
、
市
場
の
取
扱
主
要
品

目
で
あ
る
冷
凍
イ
カ
等
の
取
扱

量
減
な
ど
か
ら
、
取
扱
金
額
が
、

当
初
予
定
を
下
回
る
見
込
み
と

な
っ
た
た
め
、
卸
売
業
者
市
場

使
用
料
を
減
額
す
る
ほ
か
、
歳

出
で
は
、
市
場
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
改
良
工
事
に
、
入
札
な

ど
に
よ
る
執
行
差
金
が
生
じ
た�

た
め
市
場
管
理
費
の
減
額
補
正�

�����

を
し
た
も
の
で
、
１
２
０
万
７

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億
２

９
２
４
万
１
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。�

����
☆
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
の

　
公
表
に
関
す
る
条
例�

�

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
た
も
の
で
す
。�

☆
地
域
振
興
基
金
条
例�

�

函
館
市
民
の
連
帯
の
強
化
お

よ
び
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
基
金

を
設
置
し
た
も
の
で
す
。�

☆
桔
梗
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
条�

　
例�

����������

�

児
童
・
高
齢
者
等
の
健
康
の

増
進
お
よ
び
教
養
の
向
上
を
図

り
、
地
域
に
お
け
る
交
流
の
場

を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
、
桔

梗
４
丁
目
に
福
祉
交
流
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。�

☆
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例�

�

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

し
、
基
本
理
念
、
市
、
市
民
、

事
業
者
の
責
務
な
ら
び
に
市
の

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
た
も
の
で
、
施
行
期
日
は
、

４
月
１
日
で
す
。�

�

な
お
、「
男
女
共
同
参
画
苦
情

処
理
委
員
」
お
よ
び
「
男
女
共

同
参
画
審
議
会
」
に
関
す
る
規

定
は
、
１０
月
１
日
か
ら
の
施
行

と
な
り
ま
す
。�

����

☆
西
部
地
区
歴
史
的
町
並
み
基

　
金
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例�

�

「
西
部
地
区
歴
史
的
町
並
み

基
金
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」、「
社
会
福
祉
施
設

整
備
基
金
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
」、「
在
宅
福
祉

ふ
れ
あ
い
基
金
の
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

を
改
正
し
、
基
金
の
額
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
と
と
も
に
、
運

営
委
員
会
の
所
掌
事
務
を
基
金

を
活
用
し
た
経
費
の
補
助
に
関

す
る
意
見
を
聴
く
た
め
に
改
め

る
も
の
で
す
。�

��

質
疑
　
西
部
地
区
歴
史
的
町
並

み
基
金
の
設
置
目
的
と
西
部
地

区
歴
史
的
町
並
み
資
金
運
営
委

員
会
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。�

答
弁
　
こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
、

都
市
景
観
形
成
地
域
内
の
指
定

建
築
物
等
の
保
全
お
よ
び
保
存

に
資
す
る
た
め
設
置
し
た
も
の

で
、
今
回
の
条
例
改
正
で
も
、

基
金
の
設
置
目
的
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。�

�

ま
た
、
西
部
地
区
歴
史
的
町

並
み
資
金
運
営
委
員
会
で
は
、

補
助
金
支
出
の
ほ
か
、
都
市
景

観
審
議
会
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
、

補
助
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
議
論
を
深
め
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。�

☆
保
健
所
使
用
料
及
び
手
数
料

　
条
例�

�����������

�

薬
事
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
製
造
販

売
許
可
業
申
請
手
数
料
を
徴
収

す
る
た
め
、
規
定
を
整
備
す
る

ほ
か
、
保
健
所
の
来
庁
者
駐
車

場
の
使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴

収
す
る
も
の
で
す
。�

☆
職
員
定
数
条
例�

�

事
務
事
業
・
組
織
機
構
の
見

直
し
に
よ
り
職
員
の
定
数
を
左

表
の
と
お
り
改
め
る
も
の
で
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

す
。�
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部
地
区
歴
史
的�

町
並
み
基
金
の
設
置
等�

� 西�

議
案
審
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議
案
審
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